埼玉県中学校体育連盟野球専門部　　　　　　　公式記録

平成２０年７月２２日（火）大会第１日目（越谷市営球場）

第１試合　鳩ケ谷市立里中学校　対　和光市立第二中学校
	チーム
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	
	
	
	計

	和光二中
	０
	０
	０
	０
	０
	１
	０
	
	
	
	１

	鳩ヶ谷里中
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	
	
	
	０


　審判　　ＰＬ　斉藤哲　１Ｂ　石井　２Ｂ　小川　３Ｂ　内山
◎バッテリー　　　　　　　　　　　　長打　本塁打　

（里）澤幡―高田　　　　　　　　　　　　　三塁打　桑山（和）
（和光二）大岩根―桜井　　　　　　　　　　二塁打

寸評　
試合が動いたのは６回。一死より和光二中の初安打となるライトオーバーの三塁打を一番の桑山が放つ。三塁への送球が悪送球となる間に先制。和光二中の先発大岩根は、被安打１の好投で完封した。惜しくも敗れた里中先発の澤幡も被安打１の好投を見せた。
第２試合　毛呂山町立川角中学校　対　本庄市立児玉中学校
	チーム
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	
	
	
	計

	児玉中
	０
	５
	２
	０
	０
	０
	３
	
	
	
	１０

	川角中
	０
	１
	０
	２
	１
	０
	０
	
	
	
	４


　審判　　ＰＬ　滝北　１Ｂ　石崎　２Ｂ　千嶋　３Ｂ　徳久
◎バッテリー　　　　　　　　　　　　長打　本塁打　宮部、浅見（児）
（川角）高木―小沢　　　　　　　　　　　　三塁打　眞尾２（児）
（児玉）眞尾、粶―倉林　　　　　　　　　　二塁打　塩谷、山内（児）
寸評

児玉中は２回、敵失がらみからつかんだ２死２、３塁の好機に、８番の塩谷がライトオーバーの２塁打で先制、続くチャンスに１番宮部の３ラン、ランニングホームランで一挙５点を挙げた。その裏、川角も１死３塁の好機にスクイズで１点。３回の児玉は、４番眞尾、５番浅見の連続長打で２点加点。追いすがる川角は、４回裏福田、赤池のタイムリーで加点。一方児玉は７回１死１，２塁のチャンスから、４番眞尾が右翼線３塁打でダメ押しの２点、その後眞尾の本盗により加点し、試合を決めた。
第３試合　川越市立霞ヶ関東中学校　対　所沢市立三ヶ島中学校
	チーム
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	
	
	
	計

	霞が関東
	０
	０
	２
	０
	０
	０
	０
	
	
	
	２

	三ヶ島
	０
	０
	０
	０
	０
	１
	０
	
	
	
	１


　審判　　ＰＬ　武井洋　１Ｂ　小川　２Ｂ　内山　３Ｂ　石井
◎バッテリー　　　　　　　　　　　　長打　本塁打　辻（霞）
（霞ヶ関東）二羽、福田、二羽―細田　　　　三塁打　吉田（三）
（三ヶ島）仲―吉添　　　　　　　　　　　　二塁打　
寸評

霞ヶ関東は、３回一死後四球の走者をバントで進塁後、３番辻が左中間を抜けるランニングホームランで２点先制。６回裏三ヶ島は、一死後敵失からヒットを連ね２死満塁のチャンスを作ると、死球で１点を返す。霞ヶ関東は、福田に継投し後続を断った。最終回三ヶ島は、先頭の只野が四球を選ぶと送りバントで二進、九番の加藤がレフト前にヒット。一死１，３塁で霞ヶ関東は、投手を二羽に再び交代。スクイズを防ぎ、その後の２死満塁のピンチも乗り切った。
第４試合　越生町立越生中学校　対　羽生市立東中学校
	チーム
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	SD
	計

	羽生東
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０

	越生
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	１x
	１x


　審判　　ＰＬ　戸張　１Ｂ　千嶋　２Ｂ　徳久　３Ｂ　石崎
◎バッテリー　　　　　　　　　　　　長打　本塁打

（越生）石井―宮崎　　　　　　　　　　　　三塁打　
（羽生東）森戸―原田　　　　　　　　　　　二塁打　高木（越）
寸評

越生中先発石井と羽生東中先発森戸がお互い譲らず７回まで０‐０の投手戦が続いた。７回裏、越生は先頭高木がこの試合はじめての長打となるエンタイトルツーベースを左中間に放つと、送りバントで１死３塁とチャンスを膨らませたが、後続を断たれ無得点。延長戦に入るも両投手とも要所を抑え、サドンデスに突入。先行羽生東は、０点に抑えられる。後攻越生は、一死後、カウント１－１から７番石井聡がスクイズを決めて、２時間を超える投手戦にピリオドを打った。
















































